
Creative asuka. “KAZE” project to the future.

クリエイティブ飛鳥
未来への風プロジェクト

2018年2月24日（土）～3月4日（日）

「明日香の匠」展

「Creative飛鳥・未来への風」実行委員会 事務局
〒634－0141 奈良県高市郡明日香村川原91－1（明日香村教育委員会内）

TEL：0744-54-3636　FAX：0744-54-4647

http://creative.asuka.co

お問合せ先

□会場

　10：00～17：30（入館は17：00まで）　休館日／毎週月曜日
　〒634-0103  奈良県高市郡明日香村飛鳥10
　TEL：0744-54-1850　FAX：0744-54-1852　http://www.manyo.jp/

1F 企画展示室

■絵 画
日本画：烏頭尾 精、烏頭尾 忠子、東 紀子

洋　画：生駒 三恵、勝川 喜昭、勝川 京子

　　　　川本 惠、中島 忍

木版画：上田 孝文

詩書画：渡会 美枝子

■工 芸
陶　芸：木野村 由比子、鈴木 乃り子

　　　　谷口 美佐子、脇田 宗孝

ガラス造形：小田 珠生、髙橋 直樹

　　　　　　安田 麻里

面　彫：島田 清

ギター製作：折坂 諭

■彫 刻
岡橋 久代

■写 真
上田 由美子、上山 好庸、梅田 耕吉

岡本 路子、白水 泉、森本 富雄

柳 敏明

■書 芸
稲垣 小燕、垣内 飛翠、境山 正甫

鈴木 葩光、中井 功子

■その他
紙　画：中川 愛子

2001年に国の史跡に指定された「飛鳥池工房遺跡」。飛鳥寺の南東部に位置
するこの遺跡では、7世紀後半から8世紀にかけて総数300以上の炉が集積
し、貴金属や鉄などの加工、ガラス・水晶などの加工、さらには漆器、瓦、べっ甲
細工など、最先端の創作活動が行われていました。当時の飛鳥地方は、大陸
からの新しい“思想”とこれらの“創作力”が相まって、国家建設に向け歴史上
最もクリエイティブ（創造的）な気運に満ち溢れていたことでしょう。本展の
会場は、この飛鳥池工房遺跡の一画に建てられた奈良県立万葉文化館。古人の
息吹を感じるこの地で、明日香村のアーティストによる作品が一堂に会します。
古来より絶えることなく地場から溢れだす“大らかでしなやかなエネルギー”を
それぞれの作品からきっと感じていただけるはずです。

□バスをご利用の場合
　・「橿原神宮前駅東口」 2 番のりば
　　「飛鳥駅」行き（明日香周遊バス：赤かめ）に乗車
　　「万葉文化館西口」下車（乗車時間約20分）
　　※近鉄飛鳥駅からもバスが出ています（乗車時間18分）。

　・「桜井駅南口」２番のりば
　　「石舞台」行きに乗車、「万葉文化館」下車（乗車時間約20分）

時刻表は奈良交通バスのホームページでご確認ください。
※詳しいお問い合わせは、
　奈良交通お客様サービスセンター　TEL：0742-20-3100まで

ACCESS

飛鳥池工房遺跡〈復元〉昨年の展示風景

■特別出品作家

若手アーティストを対象に、過去5回にわたり明日香村で実施してきた作品制作プログラム「飛鳥アートヴィレッジ」。
このプログラムを経験した3名の作家が、新たに「明日香」をテーマにした作品を発表します。

楠本 衣里佳  KUSUMOTO  ERIKA ［2016年度参加作家］

1988 大阪府生まれ

2013 京都精華大学大学院 芸術研究科日本画コース博士前期課程 修了

〈 主な展覧会歴 〉
2012 アーティスト・イン・レジデンス「Petites Cités de Caractére
 Cités d’Art de Bretagne」 （ブルターニュ／フランス）

2013 「瀬戸内国際芸術祭 2013」 高見島（香川）
2014 個展「夜があつまれば」芝田町画廊（大阪）
 「木津川アート2014」木津川市・徳念寺蔵（京都）

2015 「日本画の楽しみ－新しい表現への挑戦－」香美市立美術館（高知）
 個展「いつもの道から」ギャラリー恵風（京都）

2016 「信濃の国原始感覚美術祭」千年の森自然学校・北ヤマト園（長野）
 「Kaksi näkökulmaa/眼差しから」Galleria K（フィンランド）

『明日香の匠』 明日香村を拠点に活躍する作家をご紹介します。
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橋川 昇平 HASHIKAWA  SHOHEI ［2016年度参加作家］ 

1983 奈良県生まれ

2010 大阪美術専門学校 美術・工芸学科 卒業

2012 大阪芸術大学 美術学科 卒業

〈 主な展覧会歴 〉
2014 個展「虚構器官　橋川昇平展」ギャラリー檜plus（東京）

2015 個展「虚構器官　橋川昇平展」ギャラリー檜plus（東京）
 「奈良・町家の芸術祭 はならぁと2015」今井まちや館（奈良）

2016 個展「虚構器官　橋川昇平展」ギャラリー檜e・F（東京）

2017 個展「虚構器官　橋川昇平展」ギャラリー16（京都）

望月 めぐみ MOCHIZUKI  MEGUMI ［2016年度参加作家］  
1978 神奈川県生まれ

2003 東京学芸大学 教育学部 D類美術工芸専攻 中退

〈 主な展覧会歴 〉
2014 「EWAAC2014入選作品展」La Galleria Pall Mall（イギリス）

2015 「日本文化月間・切り絵作品展」The City Art Gallery Plovdiv（ブルガリア）

2016 個展「さくら満ちて」岩倉実相院門跡（京都）

2017 「飛鳥光の回廊2017」飛鳥寺（奈良）
 個展「光ヲ彫ル」白沙村荘 橋本関雪記念館 （京都）


